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〔
要
旨
】
　
一
九
四
二
年
ご
ろ
か
ら
中
国
の
学
者
た
ち
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
敦
纏
石
窟
調
査
を
お
こ
な
っ
た
が
、
竜
華
戦
命
が
お
わ
り
、
一
九
五
〇
年
申
国
入
民
一

鎌
無
鵬
轍
紮
難
纏
縫
噺
饒
貰
籔
韓
讐
顎
簿
懸
樋
郵
篠
欝
無
驚
罐
靴

績
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
本
文
を
草
し
た
次
第
で
あ
る

は
し
が
書

　
一
九
〇
〇
年
（
光
比
三
十
三
年
）
に
道
士
王
圓
鎮
な
る
も
の
が
、
　
一

石
窟
中
に
お
び
た
だ
し
い
経
巻
、
文
書
、
絵
画
な
ど
の
文
物
を
発
見

し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
　
一
九
〇
七
年
以
来
、
莫
の
ス
タ
イ
ン

卿
、
仏
の
ペ
リ
オ
押
か
こ
れ
♂
り
の
文
物
藷
熱
り
て
れ
過
て
謳
ル
母
｝
国
へ
“
も
シ
リ
帰

9
、
清
朝
政
府
は
あ
わ
て
て
保
存
に
着
手
し
日
本
で
は
大
谷
探
険
隊

が
一
部
の
交
物
を
将
来
し
た
こ
と
は
、
東
洋
学
界
に
お
け
る
二
十
世

紀
初
頭
の
大
纂
件
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
発
足
し
た
い
わ
ゆ
る
敦
燈

学
の
譜
硬
究
が
今
日
ま
で
さ
ま
ざ
ま
の
貴
霊
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
る
に
敦
煙
石
窟
そ
れ

自
体
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
ぞ
ペ
リ
オ
の
出
版
し
た
六

冊
の
図
録
冨
認
随
9
冒
男
。
｝
剴
O
計
H
」
o
。
。
0
8
け
酔
舘
鳥
O
目
O
戸
δ
d
歩
9
戸
舞
σ
十
七

①
月
。
彰
霧
矯
℃
轟
討
6
笛
O
ー
ト
○
画
及
び
ス
ク
イ
ン
の
大
著
ω
o
H
貯
民
営

膳
く
O
H
。
。
壱
○
鴇
O
巳
H
り
昏
O
H
第
一
…
馬
革
二
十
一
章
の
記
述
に
足
序
を
も

と
め
、
陳
万
里
「
西
行
日
記
」
（
警
醒
＋
五
年
）
や
大
谷
探
険
隊
の
「
漸

西
域
記
」
（
昭
和
十
二
年
）
な
ど
に
よ
つ
て
補
足
す
る
程
度
の
知
見
を

う
る
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
○
で
あ
っ
た
。
け
だ
し
ペ
リ
オ
は
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図
録
の
出
版
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
調
査
報
告
は
つ
い
に
刊
行
を
み
な

か
っ
た
し
、
ス
タ
イ
ン
の
調
査
は
石
窟
の
ご
く
一
部
門
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
陳
万
里
は
写
真
を
全
く
欠
い
た
旅
行
記
で
あ
り
、
大
谷
探
険

隊
も
お
な
じ
く
簡
単
な
旅
行
記
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
で
放
置
せ
ら
れ
て
、
墨
焼
石
窟
に
五
十

年
の
歳
月
が
な
が
れ
た
。
中
国
辺
彊
の
こ
の
霊
跡
は
心
な
き
貫
○
歴
誘

戸
賃
。
。
・
o
①
r
Φ
H
（
古
物
あ
さ
り
）
ど
も
の
抜
け
が
け
の
功
名
を
発
揮
さ
せ

る
揚
所
で
し
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
一
九
四
四
年
に
な
っ
て
申
・
国

国
民
党
政
府
は
敦
煙
芸
術
研
究
所
を
開
設
し
、
組
織
的
な
調
査
の
ス

タ
ー
ト
は
は
じ
め
て
申
国
人
自
身
の
手
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
主
と

し
て
敦
燵
石
窟
壁
画
の
模
写
を
お
こ
な
い
、
あ
わ
せ
て
石
窟
と
附
近

古
蹟
文
物
の
保
管
が
す
す
め
ら
れ
た
。
申
日
戦
争
が
お
わ
り
、
一
九

五
〇
年
申
国
人
民
解
放
軍
が
敦
煙
を
解
放
し
て
か
ら
は
、
敦
煙
芸
術

研
究
所
は
酉
北
軍
政
委
員
会
丈
化
部
文
物
処
の
接
収
す
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
翌
一
九
五
一
年
に
は
改
組
さ
れ
、
組
織
を
拡
大
し
て
こ
こ
に

敦
焼
文
物
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
（
文
物
参
考
資
料
第
二
低
毒
五
期
一

九
五
一
年
刊
）

　
敦
爆
石
窟
研
究
が
い
ま
や
、
ま
っ
た
く
革
新
的
な
段
階
に
移
っ
て

い
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
事
笑
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
あ
た

ら
し
く
歩
調
を
と
り
は
じ
め
た
電
撃
研
究
の
経
過
を
詳
細
に
知
り
た

い
と
の
ぞ
み
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
中
国
美
術
研
究
が
こ
れ
に
よ
っ
て

如
何
に
促
進
さ
れ
．
展
開
さ
れ
る
べ
き
か
を
反
省
し
た
い
と
の
ぞ
ん

で
い
る
。
し
か
し
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
新
興
中
国
か
ら
わ
が
国
に

輸
入
せ
ら
れ
た
関
係
文
献
は
．
僅
小
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
り
う

る
調
査
と
研
究
の
範
囲
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
私
が
以
下
に
叙
述

す
る
竜
の
も
、
こ
の
限
ら
れ
た
・
文
献
に
依
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
際
、
私
が
強
く
希
望
し
た
い
こ
と
は
新
興
里
国
の
学
者
諸
先
生

が
わ
が
国
の
美
術
史
壁
織
た
ち
に
も
協
調
の
労
を
と
っ
て
頂
き
た
い

こ
と
で
あ
る
。
学
術
の
発
達
に
と
っ
て
学
者
の
孤
立
化
は
も
っ
と
竜

避
け
ね
ば
な
ら
ず
、
誤
解
の
排
除
は
な
に
を
措
い
て
窪
ま
ず
実
行
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

一

　
一
九
五
一
年
冬
焼
文
物
展
覧
会
が
北
東
に
お
い
て
大
々
的
に
催
さ

れ
、
そ
れ
を
機
会
に
「
文
物
参
考
資
料
」
第
二
巻
は
第
四
期
、
第
五
期

（一

繻
ﾜ
一
年
四
月
お
よ
び
五
月
北
京
発
行
）
の
二
冊
を
敦
燈
文
物
展
覧

特
刊
と
し
て
発
行
し
た
。
新
中
国
の
承
徳
石
窟
研
究
が
こ
の
と
き
は

じ
め
て
閣
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
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や
報
告
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ω
向
達
「
敦
燵
芸
術
概
論
」
　
（
第
四
期
第
三
七
一
四
五
頁
）

図
閻
文
面
「
莫
高
窟
的
石
窟
構
造
富
強
塑
像
」
（
第
四
期
第
一
四
〇
一
一
七

　
八
頁
）

働
向
達
「
莫
高
・
楡
林
二
窟
雑
考
」
　
（
第
五
期
第
七
六
一
九
五
頁
）

㈲
宿
白
「
敦
縷
莫
高
野
中
的
『
五
台
山
図
諭
（
第
五
期
第
一
頁
一
）

㈲
宿
白
「
莫
高
窟
大
事
年
表
」
　
（
第
五
期
第
二
二
二
i
二
二
七
頁
）

⑥
莫
高
齢
各
家
編
号
対
照
表
（
第
五
期
）

　
こ
の
報
告
の
う
ち
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
石
窟
屋
号
が
ま
っ

た
く
新
規
に
あ
ら
た
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
来
行
わ
れ
た
応
仁

は
。
ヘ
リ
謝
儀
…
号
、
　
ス
タ
イ
ン
番
号
、
　
一
中
万
里
一
「
西
行
日
記
」
由
Ψ
に
↑
発

表
し
た
敦
縫
県
南
番
号
、
張
大
千
番
号
が
あ
P
、
ペ
リ
オ
番
号
以
外

は
ほ
と
ん
ど
顧
ら
れ
な
か
っ
た
。
ペ
リ
オ
は
一
九
〇
七
年
石
窟
群
の

南
よ
り
番
号
を
附
し
て
一
八
二
を
か
ぞ
え
た
が
（
略
号
を
P
と
す

る
）
、
　
な
お
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
以
て
同
一
番
号
を
網
分
し
て
い

る
。
敦
燈
県
署
は
北
よ
り
か
ぞ
え
て
一
二
五
三
に
い
た
っ
て
い
る
。
一

九
四
四
年
以
来
、
現
地
に
お
が
れ
た
国
立
敦
爆
芸
術
研
究
所
の
張
大

干
が
附
し
た
番
号
（
略
号
を
C
と
す
る
）
は
三
〇
九
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
一
九
五
一
年
、
敬
組
さ
れ
“
歯
立
敏
煙
丈
物
研
究
所
が
か
ぞ

え
た
（
略
号
を
A
と
す
る
）
番
号
は
四
六
九
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ

の
A
番
号
は
申
国
の
公
定
で
あ
っ
て
各
石
窟
に
は
そ
4
－
“
ぞ
泡
番
号
札

が
張
り
つ
け
て
あ
る
ら
し
い
か
ら
今
後
は
こ
の
A
番
号
に
当
然
従
わ

ね
ば
な
ら
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
現
に
上
記
の
諸
報
告
は
こ
の
番

号
を
用
い
、
便
宜
的
に
P
番
号
（
ペ
リ
オ
番
号
）
を
附
記
し
て
い

る
。
上
掲
、
　
「
莫
逆
窟
各
家
編
号
対
照
表
」
は
A
番
号
、
C
番
号
、

P
番
号
の
三
つ
を
対
照
し
て
研
究
者
σ
便
に
供
し
た
も
の
ぞ
あ
る

が
、
さ
ら
に
そ
の
表
に
は
各
窟
の
推
定
年
代
が
、
魏
、
北
魏
、
西
魏
、

階
、
初
寒
、
盛
唐
、
申
唐
、
晩
唐
、
五
代
、
西
夏
、
宋
、
元
、
清
、

民
初
と
い
う
断
代
の
名
称
ぞ
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
各
朝
代

褒
窟
は
翻
を
以
て
、
重
要
で
な
い
小
窟
は
鳥
を
以
て
、
研
究
更
新
発

見
窟
は
鍵
を
以
て
特
に
注
意
し
て
あ
る
。
い
ま
代
表
窟
と
さ
れ
て
い

る
も
の
を
左
に
引
い
て
み
よ
う
。

A
O
O
三

A
納
∩
V
一
二
詣
ハ

A
O
六
一

A
O
九
八

A
一
〇
八

A
＝
二
〇

（
P
一
七
一
A
）
元

（
p
な
し
）
　
中
唐

（
p
一
一
七
）
宋
初

（
p
O
七
四
）
五
代

（
p
O
五
二
）
五
代

（
P
〔
∩
）
一
「
山
ハ
）
　
直
売
唐

A
O
一
七

A
O
五
五

A
O
八
五

A
一
〇
〇

A
一
一
二

A
附
四
八

（
P
な
し
）
　
晩
唐

（
P
一
一
八
F
）
宋

（
p
O
九
二
）
唐

（
P
O
六
六
）
五
代

（
P
O
四
山
ハ
）
　
中
脱
眉

（
p
O
一
〇
）
娩
磨
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A
一
五
六
（
p
O
一
七
跳
）
晩
唐

A
蓑
九
（
c
O
二
風
）
晩
唐

A
一
九
四
（
P
O
五
一
E
）
中
唐

A
二
〇
五
（
P
O
七
一
）
　
盛
唐

A
二
一
七
（
p
O
七
〇
）
　
盛
唐

A
一
一
四
九
（
P
一
〇
～
）
　
魏

A
＝
一
五
点
ハ
　
（
P
一
〇
七
）
　
　
｛
木

A
二
七
一
一
（
P
一
一
八
～
）
北
魏

A
二
八
五
（
P
一
二
〇
n
）
西
魏

A
三
一
九
（
P
一
三
七
〇
）
盛
唐

A
三
一
一
八
　
（
p
一
四
三
）
　
　
宋

A
四
一
｝
○
　
（
P
一
一
ご
山
ハ
E
）
　
晴

A
四
四
四
（
p
一
二
〇
z
）
初
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

A
一
五
八
（
P
O
一
九
職
）
中
唐

A
一
七
二
（
P
O
三
三
）
　
盛
唐

A
一
∴
几
謁
ハ
　
（
P
O
山
ハ
一
二
）
　
　
晩
由
庸

A
二
〇
七
（
P
O
七
五
A
）
西
夏

A
一
ご
一
〇
　
（
p
O
六
四
）
　
　
初
｛
庸

A
二
五
四
（
P
一
〇
五
）
　
魏

A
二
五
七
（
P
一
一
〇
）
　
魏

A
二
七
五
（
P
一
一
八
m
）
北
魏

A
ご
八
八
（
p
一
二
〇
p
）
魏

A
三
二
一
　
（
P
二
二
九
A
）
初
唐
…

A
一
二
九
〇
（
P
一
五
〇
）
　
階
…

A
四
二
八
（
P
ご
二
五
）
　
貌
㎝

　
こ
れ
ら
の
推
定
年
代
が
ど
ん
な
根
拠
か
ら
き
め
ら
れ
た
か
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
最
も
興
味
ふ
か
い
し
、
ま
た
重
要
な
論
点
と
な
る
も

の
ぞ
あ
る
が
、
表
に
は
む
ろ
ん
そ
の
上
巳
は
し
る
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
私
が
参
考
し
う
る
ペ
リ
オ
図
録
は
情
熱
憐
石
窟
の
ご
く
一
部
分
の

写
真
し
か
示
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
推
定
年
代
を
確
め
て
み

る
手
段
と
し
て
は
き
わ
め
て
弱
い
立
場
に
あ
る
。
こ
の
点
は
中
国
学

者
の
将
来
の
発
喪
を
期
待
す
る
抵
か
な
い
ぞ
あ
ろ
う
。

二

　
石
窟
の
年
代
観
を
知
る
た
め
の
有
力
な
資
料
は
、
か
つ
て
四
達
の

論
文
「
西
征
小
記
」
　
（
国
学
季
刊
第
七
巻
第
一
号
一
九
五
〇
年
七
月
）
に

よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
た
。
彼
が
一
九
四
二
年
春
、
国
立
中
央
研
究
院

の
西
北
史
地
致
察
知
に
参
加
し
て
、
同
年
九
月
蘭
州
、
十
月
武
威
、

張
霰
を
へ
て
敦
煙
に
至
り
、
千
仏
洞
に
仮
泊
す
る
こ
と
九
ク
月
、
　
一

九
四
三
年
一
月
に
現
地
ぞ
執
筆
・
、
翌
四
四
年
ふ
た
た
び
敦
燵
に
滞
在

し
て
加
筆
し
た
も
の
が
、
こ
の
論
文
ぞ
あ
る
。
当
時
、
張
大
千
の
敦

燈
調
査
の
あ
と
で
あ
っ
て
、
張
氏
の
窟
番
号
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、

向
達
は
C
番
号
と
P
番
号
と
を
併
用
し
て
い
る
。
こ
の
論
丈
で
は
諸

窟
の
壁
画
の
な
か
に
墨
書
の
題
識
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
の
べ
て
い

る
の
が
貴
重
な
貢
献
ぞ
あ
る
。
こ
れ
を
左
に
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
ω
P
＝
…
一
（
C
八
六
）
翼
壁
壁
画
に
磨
滅
し
た
発
願
丈
が
あ

る
。
　
「
時
正
光
角
年
」
　
（
西
暦
五
二
〇
i
五
二
四
）
の
諸
字
が
み
と
め

ら
れ
る
。
こ
の
北
魏
の
年
号
は
敦
焼
石
窟
申
も
つ
と
も
古
い
。

　
㈲
P
一
二
〇
n
（
C
八
三
）
北
壁
発
願
文
中
に
西
魏
大
統
四
年
及

び
五
年
（
西
暦
五
三
八
、
三
九
）
の
年
号
が
あ
る
。
こ
の
発
願
・
文
は
よ

く
残
っ
て
い
る
が
、
一
部
分
は
惜
し
く
竜
格
子
ぞ
蔵
り
と
ら
九
て
い
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る
ひ

　
一
③
P
一
三
七
a
（
C
九
四
）
申
央
方
柱
北
面
座
に
階
の
開
皇
四
年
・

六
月
十
一
B
（
西
暦
五
八
四
）
の
発
願
丈
が
あ
る
。

　
㈲
P
一
三
七
d
（
C
九
六
）
北
壁
壁
画
に
階
開
皇
五
年
正
月
（
西

暦
五
八
五
〉
の
発
願
文
の
残
欠
が
あ
る
。
階
の
年
号
は
以
上
二
窟
だ

け
で
あ
る
。

　
⑤
P
六
四
（
C
二
七
〇
）
擁
壁
壁
画
下
方
に
小
牌
子
が
つ
く
ら
れ
、

唐
貞
観
十
六
年
歳
次
壬
寅
奉
聖
天
雲
寺
律
師
道
弘
…
…
の
雄
和
（
西

暦
六
四
二
）
が
あ
る
。
　
ま
た
門
口
至
上
に
□
玄
逼
造
面
記
が
あ
り
文

末
に
庸
貞
観
十
六
年
（
西
暦
六
四
二
）
の
紀
年
が
あ
る
。
こ
の
石
窟
は

餐
家
窟
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
道
弘
、
玄
…
遇
は
と
も
に
そ
の
姓
を

餐
と
い
っ
た
ら
し
い
。
唐
の
年
号
の
最
古
ぞ
あ
る
。

　
⑥
P
一
二
〇
（
C
一
＝
五
）
紫
外
の
飛
飛
上
に
大
字
朱
書
で
貞
観

廿
二
年
（
西
暦
六
四
八
）
青
鷺
本
鮪
肉
の
題
記
が
あ
る
。
貞
観
の
年
号

は
以
上
三
で
あ
る
。

　
⑦
P
一
四
九
（
C
一
三
七
）
門
口
稠
上
に
則
天
武
后
時
代
の
漏
壷

二
年
（
西
暦
六
八
六
）
の
発
顧
慮
が
あ
る
。
お
な
じ
く
北
壁
壁
画
維
摩

変
に
は
武
后
時
代
の
張
思
＋
云
造
維
摩
変
の
発
願
・
文
の
下
半
が
残
っ
て

・
お
h
ソ
、
張
照
門
士
四
の
姓
名
の
上
⊥
万
に
「
蜘
謡
暦
」
　
（
西
暦
六
九
八
i
九
九
）

の
二
字
が
ほ
ぼ
わ
か
る
ひ

　
⑧
P
二
八
（
C
二
六
）
仏
訳
に
発
願
文
が
ぼ
ん
や
り
残
り
、
文
末

に
「
万
歳
三
年
」
の
諸
字
が
み
と
め
ら
れ
る
。
天
冊
万
歳
（
西
暦
六

九
五
）
、
・
万
歳
通
天
（
西
腰
越
九
六
）
は
と
も
に
一
年
の
み
だ
が
、
果

し
て
ど
ち
ら
の
年
号
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
則
天
思
恋
時

代
の
年
代
ぞ
は
以
上
三
が
の
こ
っ
て
い
る
。

　
⑨
P
四
一
（
C
二
八
九
）
仏
土
南
菩
薩
像
の
側
に
「
溝
信
弟
子
張

承
慶
為
身
染
患
発
心
三
二
菩
薩
天
宝
七
並
五
月
十
三
日
鞍
壷
」
　
（
西

暦
七
四
八
）
　
の
鈴
懸
が
あ
る
。
　
お
な
じ
く
南
壁
観
音
像
の
側
に
年
号

は
わ
か
ら
な
い
が
「
観
世
音
菩
薩
弟
子
鵬
白
栄
奉
為
慈
親
蕃
中
隔
別

敬
造
」
の
題
記
が
あ
る
。
寝
藁
が
吐
蕃
の
手
に
陥
っ
た
時
代
に
こ
の

窟
が
重
修
さ
れ
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑩
P
四
二
（
℃
二
八
七
）
仏
寵
北
の
菩
薩
像
上
に
「
天
宝
完
載
四

月
三
五
黛
書
人
言
承
事
作
之
也
」
の
題
記
（
西
暦
七
四
九
）
が
あ
る
。

　
⑪
P
一
五
六
（
C
一
八
六
）
南
壁
壁
画
の
剥
落
し
た
と
こ
ろ
に
「
上

・
元
二
年
し
σ
紀
年
銘
が
書
か
れ
て
い
る
。
壁
画
か
ら
推
察
し
て
こ
の

年
号
は
高
嶺
朝
の
上
元
ぞ
は
な
く
事
由
朝
の
上
元
と
み
て
お
り
、
そ

・
り
ふ
，
あ
ル
ば
｝
四
暦
∵
七
六
一
に
∵
曜
の
た
w
O
。

　
⑫
b
⊥
一
六
　
（
C
二
〇
）
轟
型
通
七
年
三
月
〃
廿
八
日
晶
魏
博
弟
子
石
弘
載
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及
漸
江
東
道
弟
子
□
口
□
と
い
う
題
記
（
西
暦
八
六
六
）
が
あ
っ
た
が

張
大
干
が
切
り
と
っ
て
甲
羅
芸
術
研
究
所
に
寄
贈
し
た
。
窟
内
の
も

と
の
揚
所
は
不
朗
。
開
元
時
代
、
楽
庭
磯
が
こ
の
窟
を
ひ
ら
い
た
と

い
わ
れ
、
右
の
成
通
の
題
記
は
重
修
時
の
も
の
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
す
る
と
楽
庭
蓬
の
造
像
記
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
発
蓑
さ
れ
て
い
な
い
。

　
⑱
P
五
〇
a
（
c
二
八
五
）
仏
国
に
威
通
十
三
年
（
西
暦
八
七
二
）

の
発
願
文
が
あ
る
。
唐
代
の
年
号
は
以
上
十
一
で
あ
る
。

　
⑭
P
五
一
。
（
C
二
八
三
）
門
口
楯
上
に
組
置
羅
文
が
あ
り
、
文

内
に
「
河
西
節
度
使
張
公
称
」
と
あ
り
文
末
に
「
歳
次
癸
亥
」
と
あ

る
。
壁
画
が
晩
唐
風
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
二
度
使
張
公
は
張

承
奉
、
癸
亥
は
唐
事
の
昭
宗
の
天
，
復
一
二
年
（
西
暦
九
〇
三
）
ぞ
あ
ろ
う

と
い
っ
て
い
る
。
果
し
て
そ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
唐
の
最
晩
の
年

号
と
な
る
。

　
㈲
P
九
六
a
（
C
六
一
）
窟
外
に
五
代
後
梁
の
貞
開
五
年
（
西
贋

九
一
九
）
造
像
記
残
片
が
あ
る
。

　
⑯
P
一
五
五
（
C
一
八
七
）
仏
寵
の
発
願
丈
に
は
五
代
首
鼠
の
清

泰
甲
午
（
西
暦
九
三
四
）
の
紀
年
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
階
窟
で
あ

る
か
ら
、
紀
年
は
重
修
の
と
遭
の
竜
の
と
推
完
し
て
い
る
ρ

　
⑰
P
一
三
六
n
（
C
二
〇
三
）
仏
寵
に
五
代
目
晋
の
天
福
□
年
発

願
文
（
西
暦
九
三
六
1
・
・
四
三
）
が
あ
る
。
こ
の
窟
も
階
窟
で
あ
り
、
発

願
文
は
重
修
時
の
。
も
の
で
あ
る
。

　
⑱
P
九
九
（
C
六
五
）
東
壁
に
五
代
後
漢
乾
祐
三
年
（
西
暦
九
五
〇
）

の
発
願
・
文
が
あ
る
。

　
⑲
P
二
六
（
C
二
五
）
窟
外
門
口
楯
上
の
発
願
文
に
は
「
大
周
広

順
七
年
」
の
紀
年
が
あ
り
、
　
「
七
」
の
字
は
明
瞭
で
な
い
。
後
室
の

広
順
（
西
暦
九
五
一
一
五
三
）
に
は
七
年
が
瀞
な
い
か
ら
　
コ
ニ
」
と
す
べ

き
か
も
知
れ
な
い
。
窟
は
初
唐
の
造
…
営
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も

重
修
築
の
紀
年
で
あ
る
。

　
⑳
P
一
三
六
（
C
一
＝
二
）
窟
外
の
簸
上
に
乾
徳
八
年
曹
元
忠
修

の
題
記
が
あ
る
。
宋
の
太
祖
の
乾
徳
は
五
年
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
は
開
宝
三
年
（
西
暦
九
七
〇
）
に
あ
た
る
。
こ
の
窟
は
階
窟
で
あ
る

か
ら
、
曹
元
忠
は
門
口
お
よ
び
窟
外
の
簸
を
修
し
た
も
の
ぞ
あ
ろ

㌔
つ
。

　
⑫
9
P
一
三
〇
（
C
二
一
四
）
窟
外
の
簸
に
栄
の
太
平
興
国
五
年
曹

　娃

h
之
世
閣
員
渚
が
修
し
た
と
題
記
さ
れ
て
い
る
（
西
麿
九
八
○
）
。

こ
の
窟
も
階
窟
で
あ
り
、
初
至
重
修
、
闘
氏
は
窟
篠
を
修
し
た
の
ぞ

あ
る
。
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⑳
P
一
二
〇
Z
（
C
二
二
四
）
窟
外
の
篠
に
宋
2
開
宝
九
年
算
勘

恭
之
世
所
修
の
こ
と
が
題
記
さ
れ
て
い
る
。
開
宝
九
年
は
す
な
わ
ち

太
平
観
ハ
国
エ
ル
麗
丁
　
（
西
門
贋
九
七
六
）
～
b
あ
・
⇔
。
　
ま
た
核
胆
魂
北
町
串
に
太
平
餓
ハ

国
三
年
（
西
暦
九
七
八
）
お
よ
び
慶
暦
六
年
（
西
暦
一
σ
四
六
Y
宋
人
の

題
名
二
則
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
窟
は
初
唐
窟
ぞ
あ
る
。
聖
代
の

年
号
は
以
上
五
で
あ
る
。

　
㈲
P
九
六
。
（
C
六
三
）
こ
の
石
窟
の
西
寵
壁
上
に
南
北
朝
、
宋

元
嘉
二
年
（
西
暦
四
二
五
）
の
題
記
が
あ
り
、
か
つ
て
陳
万
里
「
西
行

日
記
」
　
（
艮
国
＋
五
年
刊
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
向
達
は
こ
れ

は
白
人
の
ら
く
が
き
で
あ
る
と
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
石
窟
は
晩
唐

窟
ぞ
あ
り
、
塑
像
は
自
壊
し
て
お
り
、
壁
画
は
粗
雑
ぞ
と
て
も
六
朝

の
風
は
な
い
こ
と
、
ま
た
敦
焼
の
六
朝
窟
は
一
般
に
第
二
層
、
ま
た

は
第
三
層
に
位
置
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
窟
は
最
下
層
に
あ
る

こ
と
、
こ
れ
ら
の
理
由
も
あ
げ
て
彼
は
こ
の
題
記
が
近
代
の
贋
作
で

あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
⑳
P
一
二
八
（
C
一
一
〇
）
佛
寵
北
壁
上
に
南
北
朝
、
梁
大
同
八

年
（
西
腰
五
四
二
）
の
簿
記
が
あ
る
が
こ
れ
は
敦
燈
の
君
子
宜
な
る
ひ

と
の
落
書
で
あ
る
こ
と
を
、
向
達
が
注
意
し
て
い
る
。

　
以
上
は
向
達
の
あ
げ
た
紀
年
あ
る
題
記
の
全
部
で
あ
る
が
、
こ
の

ぽ
か
敦
燈
の
歴
史
を
考
え
る
分
に
貴
重
な
固
有
名
詞
を
も
つ
㌧
匝
く

つ
か
の
単
記
に
つ
い
て
も
論
じ
・
り
れ
て
い
る
。
唐
の
天
宝
の
乱
以
後

百
年
あ
ま
り
に
亙
り
吐
蕃
に
占
拠
さ
れ
た
事
情
、
そ
の
後
大
中
の
初

年
か
ら
張
議
潮
が
勢
力
を
ふ
る
っ
た
喜
情
、
こ
れ
ら
が
梅
壷
の
古
記

に
よ
っ
て
か
な
り
明
瞭
に
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
は
こ
の
点
に
深
入
り

す
る
こ
と
を
ひ
か
え
た
い
。

三

　
敦
焼
石
窟
に
お
け
る
畢
磐
苦
の
題
識
に
つ
い
て
は
、
こ
の
向
達
の
論

考
と
前
後
し
て
、
父
王
瑛
「
敦
燈
莫
高
下
現
存
仏
洞
概
況
之
調
査
」

（
説
丈
月
刊
第
三
巻
第
＋
期
、
一
九
四
三
）
と
史
岩
『
敦
焼
石
室
画
繋
馬

識
』
（
一
九
四
七
）
の
二
戸
が
発
表
せ
ら
れ
た
ら
し
い
。
私
は
残
念
な

が
ら
こ
れ
ら
を
ま
だ
披
見
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の

二
著
申
に
既
に
発
表
せ
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
一
題
記

「
莫
高
窟
記
」
は
さ
い
わ
い
に
宿
白
「
莫
高
垣
記
蹟
」
（
丈
物
参
考
資

料
一
九
五
五
第
二
期
）
に
そ
の
全
文
が
｛
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
題
記
は
A

蓋
六
（
P
一
七
跳
）
窟
前
室
北
壁
上
方
籏
蛮
曹
さ
れ
て
あ
り
、
＋

行
か
ら
な
り
、
晩
唐
入
の
書
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
墨
跡
は
す
で
に
沙

で
す
れ
て
脱
落
が
多
い
。
こ
の
窟
後
室
北
壁
下
部
に
は
有
名
な
壁
画
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「
張
議
潮
堰
復
河
西
図
」
が
あ
り
、
南
壁
下
部
に
は
フ
宋
国
夫
誤
解

行
図
」
す
な
わ
ち
張
議
潮
夫
人
の
図
が
え
が
か
れ
て
い
る
　
（
ペ
リ
ォ

図
版
四
三
一
四
八
）
。
ペ
リ
オ
気
書
第
三
七
二
〇
号
の
巻
子
に
は
ま
た
別

に
莫
高
潔
記
が
あ
P
、
こ
れ
は
王
蕃
民
が
「
歴
皮
研
究
」
（
一
九
五
四

第
二
期
）
に
全
文
を
発
衰
し
て
い
る
。
　
宿
白
の
上
掲
論
考
ぞ
は
こ
の

べ
リ
オ
文
書
と
窟
内
題
識
の
「
莫
高
潔
記
」
と
を
併
記
し
、
こ
れ
が

同
一
の
文
で
あ
る
こ
と
を
つ
た
え
て
い
る
。
窟
内
題
識
で
は
文
末
の

紀
年
は
文
宇
が
消
え
て
、
わ
ず
か
に
「
五
日
記
」
が
の
こ
る
だ
け
で

噺
の
サ
〇
四
か
、
　
ぺ
“
リ
ナ
門
文
焼
山
に
よ
繭
ル
ば
、

　
従
初
□
窟
至
大
歴
三
年
戊
申
即
四
百
四
年
文
至
今
大
唐
庚
午
即
四

百
九
十
六
年
差
威
通
六
年
正
月
十
五
日
記

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
文
は
唐
の
灘
｛
示
の
戒
通
六
年
（
西
歴
八

六
五
）
に
し
る
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
「
今

大
唐
庚
午
」
と
あ
り
、
成
通
六
年
は
乙
酉
ぞ
あ
り
、
相
矛
盾
す
る
。

庚
午
の
年
は
大
中
四
年
（
八
五
〇
）
ぞ
あ
る
。
ま
た
そ
の
上
の
文
に
大

歴
（
暦
の
あ
や
ま
り
）
三
年
戊
申
（
七
六
八
）
と
あ
る
。
文
に
よ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
四
百
四
年
さ
か
の
ぼ
る
と
前
秦
建
元
元
年
（
三
六
五
）
の
一

年
前
と
な
る
。
さ
て
こ
の
西
歴
三
六
四
に
四
百
九
十
六
年
を
加
え
る

と
、
威
通
元
年
（
八
六
〇
）
庚
辰
の
年
に
あ
た
る
。
そ
う
ぞ
あ
る
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ば
、
題
記
に
庚
午
と
あ
る
の
は
雪
避
の
誤
で
、
成
通
六
年
は
元
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

誤
と
み
る
ほ
か
は
な
い
。
た
だ
し
四
百
九
十
六
年
の
九
を
八
の
誤
り

と
す
れ
ば
大
中
四
年
（
八
五
〇
）
庚
午
が
正
し
く
な
る
が
い
ま
は
威
通

元
年
を
と
り
た
い
と
い
う
の
が
王
暴
民
の
考
証
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

仮
り
に
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
お
く
。
　
・

　
こ
の
「
莫
高
窟
記
」
の
内
容
は
宿
銭
の
上
掲
論
文
ぞ
検
討
を
く
わ

え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
は
石
窟
の
淵
源
の
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
羽

田
亨
博
士
は
ペ
リ
オ
丈
書
二
六
九
一
号
沙
州
地
誌
断
簡
に

　
従
永
和
八
年
癸
丑
歳
創
建
窟
至
今
大
悟
乾
祐
二
年
早
手
歳
竿
得
五

百
九
十
六
年
記

と
あ
る
の
か
ら
考
証
さ
れ
て
、
乾
鳥
二
年
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
五

百
九
十
六
年
前
、
永
和
九
年
（
西
暦
三
五
三
）
癸
丑
八
年
を
装
丁
石
窟

の
最
初
の
開
盤
と
論
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
十
世
紀
中
葉
、
五
代
後
漢

の
文
書
で
あ
り
、
莫
高
窟
記
は
九
世
紀
中
葉
、
晩
庸
の
文
書
で
あ

る
。
後
者
に
よ
る
と
そ
の
巻
首
に

　
秦
建
元
中
盤
沙
門
楽
傅
杖
錫
西
遊
干
網
、
薬
礼
其
山
、
見
金
光
如

　
千
丁
之
状
、
遂
架
空
鍋
巌
大
造
寵
像

と
あ
り
、
前
冷
艶
堅
の
建
元
年
強
…
（
三
六
五
i
八
四
）
の
楽
楽
創
建
説

が
ふ
た
た
び
重
き
を
な
す
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
ふ
た
た
び
と
敢
え
七
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い
う
の
は
、
こ
の
説
は
す
で
に
知
わ
れ
る
ご
と
く
、
唐
の
則
天
武
后

時
代
聖
暦
元
年
（
穴
九
八
）
に
建
て
ら
れ
、
A
三
三
二
（
P
一
四
六
）

窟
内
に
近
年
ま
で
あ
っ
た
大
周
李
君
修
功
徳
記
碑
の
記
文
、

　
莫
高
続
審
、
豊
前
秦
建
元
二
年
膚
帯
門
楽
噂
…
…
…

　
…
…
行
至
此
山
、
忽
見
金
光
、
状
有
千
仏
、
…
…
…

　
造
語
一
覧

の
文
に
よ
り
、
古
く
よ
り
建
元
二
年
（
三
六
六
）
楽
章
創
建
説
が
あ
っ

た
が
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
ぞ
あ
る
。
莫
高
覧
記
は

そ
の
ほ
か
、
一
つ
の
矛
盾
し
た
記
事
を
の
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
文
の

中
聞
、
法
良
卜
師
が
楽
簿
窟
の
側
に
ま
た
一
窟
を
つ
く
9
、
結
局
、

敦
燵
の
伽
藍
建
営
は
こ
の
二
僧
に
は
じ
ま
る
と
記
し
た
あ
と
で

　
晋
司
空
石
靖
題
二
号
仙
巌
寺
。

と
い
う
・
文
を
入
れ
て
い
る
。
熟
字
が
論
ず
る
よ
う
に
索
靖
は
敦
燵
の

名
望
家
ぞ
あ
り
、
晋
恵
帝
の
泰
安
末
（
三
〇
三
）
に
河
闇
…
王
顧
を
討
ち
、

傷
を
う
け
て
卒
し
て
い
る
こ
と
が
晋
書
巻
六
十
索
靖
伝
に
み
え
て
い

・
る
。
し
か
る
に
泰
安
末
は
前
秦
建
元
よ
り
は
六
十
余
年
以
酋
に
あ
た

る
の
だ
か
ら
、
楽
僻
創
建
よ
り
は
は
る
か
以
前
の
事
蹟
で
あ
る
に
か

か
わ
ら
ず
、
記
事
は
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
油
石
の
記
事
は
前

掲
の
李
悟
了
に
は
次
げ
、
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
う
た
が
う
撫
か

は
な
い
。

四

　
「
李
齎
修
功
徳
記
碑
」
に
よ
れ
ば
、
楽
簿
の
の
ち
法
門
禅
師
が
石

窟
を
営
建
し
、
つ
い
ぞ
徳
義
の
建
平
坐
、
東
陽
王
の
造
営
が
あ
り
、

北
周
階
唐
に
か
け
て
ま
す
ま
す
さ
か
ん
と
な
り
、
則
天
武
后
の
聖
暦

轟ル

N
（
六
九
μ
八
）
に
は
憲
｛
至
の
…
数
が
一
千
ム
ボ
に
r
い
た
っ
た
と
い
・
う
。
　
こ

の
情
況
は
暁
唐
に
い
た
っ
て
絶
頂
に
達
し
、
あ
ら
た
な
造
営
よ
り
も

暇
窟
の
改
修
の
方
が
多
く
な
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
だ
い
た
い
は

四
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
ま
で
営
建
が
つ
づ
い
た
と
考
え
て
誤
り
は
な

か
ろ
う
。

　
石
窟
の
現
状
に
つ
い
て
臨
陳
明
達
が
執
筆
し
た
「
難
題
石
窟
衝
重

報
告
」
　
（
文
物
参
考
資
料
一
九
五
五
年
第
二
期
）
に
く
わ
し
い
。
こ
れ
は

趙
正
之
、
莫
｛
示
江
、
宿
白
、
余
鳴
動
の
四
氏
が
調
査
し
た
竜
の
を
ま

と
め
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
次
に
述
べ
て
み
・
よ
う
。

　
全
長
約
一
六
〇
〇
メ
エ
ト
ル
の
う
ち
、
南
区
一
〇
〇
〇
血
脈
ト
ル
、

北
区
六
〇
〇
メ
エ
ト
ル
に
分
か
れ
る
。
北
区
は
窟
が
す
く
な
い
上
に

小
獣
で
あ
る
。
石
窟
は
上
下
に
か
さ
な
り
、
三
層
を
な
す
と
こ
ろ
が

少
く
な
い
。
一
般
に
北
魏
窟
は
上
層
、
晩
唐
五
代
の
窟
は
下
層
、
な
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お
一
部
は
ま
だ
沙
申
に
埋
れ
て
い
る
。

　
開
婆
が
千
年
に
わ
た
り
、
石
弓
と
尊
像
と
壁
画
と
が
修
理
に
つ
ぐ

修
理
の
結
果
錯
雑
す
る
の
で
、
石
窟
め
編
年
は
む
つ
か
し
い
。
た
と

え
ば
五
代
窟
P
六
六
（
A
一
〇
〇
）
は
盛
唐
窟
P
六
六
a
（
A
一
＝
六
）

の
床
面
を
こ
わ
し
て
つ
く
ら
れ
、
唐
窟
P
一
一
七
切
討
（
A
二
六
三
）

の
宋
代
壁
画
の
し
た
か
ら
儀
式
の
仏
寵
、
塑
像
が
発
見
さ
れ
た
。
現

在
判
明
し
て
い
る
限
り
で
は
、
魏
窟
二
二
、
階
窟
九
六
、
唐
門
二
〇

二
、
五
代
窟
三
三
、
宋
お
よ
び
西
夏
窟
は
一
〇
一
、
元
二
九
、
清
窟

一
血
、
　
時
代
不
謙
肺
底
ノ
し
あ
確
⇔
し
し
い
ト
り
。

　
い
わ
ゆ
る
草
創
窟
た
る
楽
僻
窟
、
法
良
窟
の
所
在
は
不
開
で
あ

る
。
し
か
し
一
九
五
一
年
中
国
学
者
の
調
査
の
結
果
、
現
在
の
A
二

七
五
窟
（
P
一
一
八
m
。
北
魏
窟
）
附
近
の
三
面
に
宋
以
前
の
崩
壊

箇
所
が
あ
夢
、
こ
の
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
て
い
る
。
北

琳魏

A
乃
至
北
朝
窟
は
中
央
南
に
偏
し
た
約
二
〇
〇
メ
ェ
ト
ル
の
う
ち

に
あ
り
、
大
部
分
は
第
三
層
に
あ
る
。
南
の
A
二
四
八
（
P
一
〇
一

批
）
洞
か
ら
A
二
七
五
（
P
一
一
八
皿
）
洞
に
い
た
る
南
匪
約
一
〇

〇
メ
エ
ト
ル
と
、
A
四
四
二
（
P
一
二
〇
S
）
か
ら
A
四
二
九
（
P

一
三
五
）
に
い
た
る
北
斑
約
七
〇
メ
エ
ト
ル
が
こ
れ
で
あ
り
、
そ
の

中
払
三
〇
メ
エ
ト
ル
に
は
北
魏
窟
は
な
い
。
　
こ
の
う
ち
A
二
五
一

北
端
7
9

唐窟

一35

→

北
端

第

層
く

K

　　北南隣窟
　　端端
←→42gi第428←→373
iom－m’　1±’　一200　m　一

　　→晒

陪北魏窟晦

＜一300m　＞

北窮
端漏

4・12一　一4

←一70田一

乳管285
2S6
288
290

（数字はA窟番暑）

64K－1

く一　200三且一一→

紘
〔
三

二r・t

　　南　　　　北魏窟

，評2蔓8＿275無魏窟

Te
一一
’L　96

］

　　　　　　　　　〈一30m一〉
，一@200M　一

一

爵

最皐
2r51

254
257
259
268
272
27・　5

Ltoo　m　一

己晩

248　第

249　一

439　層
438
　　1

428

階窟
24・7

2磁

南
端
203，　204 〉

伽
窟

／2

↑
静
一um　400m　m－
　　130　K一　：’t季集→ゴL　96

　　　　　　　　　　　　層

　　　　　　　　　　　　楼

（
P
一
〇
三
）
、
A
二
五
四

（
P
一
〇
五
）
、
A
二
五
七

（
P
一
一
〇
）
、
A
二
七
二

（
P
一
一
八
～
）
、
A
二
七

五
（
P
一
一
八
皿
）
の
早

強
は
早
期
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
左
右
に
の
び
、

A
二
四
九
（
P
一
〇
一
）
、

A
四
三
九
（
P
一
二
〇
n
）
、

A
四
三
八
（
P
一
二
〇
b
）
、

A
四
二
八
（
P
ご
二
五
）
の

諸
洞
は
晩
期
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
年
代
推
定
に
は

前
椙
…
の
紀
年
窟
、
す
な
わ

ち
墨
黒
正
光
年
の
A
二
九

〇
（
p
ご
　
一
）
洞
、
西

魏
大
統
四
年
お
よ
び
五
年

の
A
工
八
五
（
P
一
二
〇

n
）
洞
が
擦
り
ど
こ
ろ
に
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な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
階
窟
は
．
魏
窟
群
の
南
北
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
魏
窟
A
四
二

八
（
P
一
三
五
）
洞
に
接
す
る
A
四
二
七
（
P
＝
二
六
）
洞
か
ら
北

に
の
び
て
A
三
七
三
（
P
一
六
〇
9
）
洞
に
い
た
る
第
三
暦
群
は
約

二
〇
〇
メ
エ
ト
ル
の
地
域
に
亙
っ
て
い
る
。
第
二
晶
群
で
は
A
二
八

五
（
P
一
二
〇
黛
）
、
A
二
八
六
、
A
一
一
八
八
（
P
一
二
〇
n
）
、
A
二

九
〇
（
P
一
二
一
）
な
ど
の
魏
窟
を
中
心
と
し
て
、
北
へ
は
A
三
三

〇
（
P
一
四
四
b
）
に
い
た
る
諸
洞
、
南
へ
は
A
六
四
（
P
一
一
六
）

洞
に
い
た
る
諸
洞
が
階
窟
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
三
層
魏
石
窟

の
南
で
は
、
A
二
圏
七
（
P
九
七
a
）
、
　
A
二
四
四
（
P
九
五
）
の

二
窟
し
か
み
と
め
ら
れ
な
く
、
は
る
か
に
隔
て
る
こ
と
約
一
二
〇
メ

エ
ト
ル
の
初
唐
、
盛
唐
の
窟
群
申
に
A
二
〇
三
（
P
六
七
）
、
　
A
二

〇
四
（
P
六
九
）
の
階
窟
…
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
紀
年
の
あ
る
の
は
開

皇
四
年
の
A
三
〇
二
（
P
一
三
七
a
）
、
口
開
皇
五
年
の
A
三
〇
五
（
P

ご
二
七
d
）
の
二
君
で
あ
る
。

　
唐
窟
は
階
窟
の
南
北
に
の
び
て
い
る
。
北
区
三
〇
〇
メ
エ
ト
ル
で

は
第
二
層
、
第
三
層
の
北
端
に
そ
れ
ぞ
れ
A
三
五
七
洞
、
A
九
（
P
一

六
七
）
洞
が
あ
る
。
南
区
四
〇
〇
メ
エ
ト
ル
で
は
南
端
が
A
＝
一
一
二

洞
で
あ
り
、
こ
の
あ
い
だ
に
唐
窟
が
な
ら
ぶ
わ
け
ノ
し
あ
る
。
特
に
A

一
三
〇
（
P
一
六
）
洞
か
ら
い
わ
ゆ
る
九
層
模
A
九
六
（
P
七
八
）

洞
ま
で
の
地
区
に
は
唐
窟
が
密
集
し
て
い
る
。
紀
年
銘
は
、
貞
観
十

六
年
の
A
二
二
〇
（
P
六
四
）
洞
が
も
っ
と
も
古
く
、
つ
い
で
貞
観

二
十
二
年
の
A
四
三
二
（
P
晶
二
〇
）
洞
、
垂
撲
二
年
と
聖
暦
年
の

A
三
三
五
（
P
一
四
九
）
洞
、
万
歳
三
年
の
A
一
二
三
（
P
二
八
）

天
宝
算
載
の
A
一
八
○
（
P
四
一
）
洞
、
霊
宝
八
載
の
A
一
八
五
洞

（
P
四
二
）
洞
、
粛
宗
上
元
工
年
の
A
三
八
六
（
P
一
五
六
）
洞
、

成
通
七
年
目
A
＝
二
〇
（
P
一
六
）
洞
、
成
．
逓
十
一
二
年
の
A
一
〇
七

（
P
五
〇
）
洞
、
天
復
三
年
の
A
一
九
三
（
P
五
一
。
）
洞
が
あ

る
。　

「
敦
焼
石
憲
齢
察
報
告
」
は
石
窟
遺
玩
を
綜
体
的
に
調
査
し
よ
う

と
煮
図
し
そ
れ
を
報
告
し
た
点
で
、
す
ぐ
れ
た
報
告
で
あ
る
。
ま
ず

∩［

ﾖ
焼
の
霞
然
環
境
が
石
窟
に
い
か
に
影
響
し
て
い
る
か
を
、
気
象
、

岩
層
、
風
沙
、
水
流
な
ど
の
項
目
に
分
け
て
記
述
し
て
い
る
。
つ
い

で
⇔
各
洞
の
損
傷
概
況
を
写
真
お
よ
び
実
測
図
に
よ
り
説
明
、
岩
層

の
崩
壊
ま
た
は
亀
裂
、
各
無
間
の
精
互
侵
犯
の
情
況
、
後
代
の
破
壊

と
補
修
、
石
窟
の
閉
塞
の
事
情
、
壁
画
の
損
傷
、
塑
像
の
損
傷
を
各

項
日
H
別
に
述
べ
て
い
・
O
。
　
く
わ
し
く
は
こ
こ
に
颪
口
早
ふ
3
る
余
論
袷
桿
か
山
な

い
が
、
例
え
ば
三
業
の
塑
像
に
つ
い
て
み
る
と
、
魏
一
　
六
八
、
階
四
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四
四
、
幽
唐
六
六
↓
、
　
五
代
一
二
六
、
一
果
二
二
五
、
西
菅
夏
五
、
　
酷
ル
八
、
滑

六
三
一
で
、
総
数
二
二
七
八
と
な
る
。
た
だ
し
、
も
と
の
ま
ま
を
完

全
に
保
存
す
る
竜
の
は
魏
一
コ
ニ
六
、
階
二
四
㎜
一
、
唐
二
三
五
、
五
代

一
一
、
宋
五
四
、
西
夏
五
、
清
六
三
一
、
総
計
一
四
一
四
で
あ
る
。

　
以
上
、
走
り
書
の
程
度
で
紹
介
し
た
最
近
の
新
研
究
と
報
告
と
は
、

敦
焼
石
窟
に
対
す
る
申
国
学
者
の
関
心
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と

を
察
知
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
だ
こ
の
大
遺
跡
の
歴

史
的
意
義
を
解
明
す
る
酸
ん
の
端
緒
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ

う
。
美
術
史
的
に
み
て
、
塑
像
や
壁
画
の
細
密
な
観
察
は
す
べ
て
今

後
の
こ
と
に
属
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
二
十
世
紀
初
頭
の
敦
燈
調
査

は
一
方
ぞ
は
貴
重
資
料
の
煙
滅
を
防
い
だ
と
い
う
功
績
も
あ
っ
た
が
、

他
方
ぞ
は
多
分
に
霞
。
器
舞
Φ
器
簿
2
宝
探
し
と
い
う
非
難
か
ら
免
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
や
、
申
子
［
学
者
が
自
国
の
文
化
財
を
保

護
し
よ
う
と
す
る
強
い
決
意
と
熱
心
と
を
以
て
、
困
難
な
調
査
に
着

々
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
て
、
こ
の
稿
を
終
り

た
い
。

執
華
者
紹
介

小
畑
龍
雄

當
　
岡
　
次
　
弓

長
廣
敏
雄

直
木
孝
次
郎

室
　
賀
信
　
都

田
　
中
　
　
　
裕

北
村
敬
直

山
口
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
学
院
特
別
奨
学
生

京
都
大
学
教
授

大
阪
市
立
大
学
割
教
授

前
町
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
講
師

大
阪
市
立
大
学
助
教
授
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　　　Recent　Studies　on　Touen－houang（敦焼）Cave・Templesi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toshio　Nagahiro　．

　　Chinese　scholars　not　infrgquently　visited　and　investigated　the’　Teuen一一

houang　Cave一’］remples　’since　around　1942　even　during　the　latest　war．　’

Now　the　w＆r　was　over　and，　after　the　new　government、took　o鴨r　the・t

Site　in　1950，　Touen－houang　I］mstitute　of　Ar乞s（敦焼藝循研究所）was　re一・

fbm・d．i蜘Touen－houang　lnstitute　of　Arts　and　Crafts（敦煙文物研究所）

in　1951．　Up　to　the　present，　the　fignres　and　the　nkimbering　published　by’

Mission　Pelliot，　in　Les　Grottes　de　Touen－houang　（6　Tomes，　Paris，・

1920－24），　have　been　the　foundal£ion　for　various　studies　of　this　site．．

However，　rece｝it　researches　are　newly　building　a　very　sigrrifictxnt　founda一一

tien　for　future　studies．　This’　turticle　intends　to　introduoe　these　quite　；e一一

cent　achlevements　in　China．
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